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修正の理由 

   平成 26 年 8 月期第 2 四半期累計期間の売上高につきましては、コジマ×ビックカメラの看板

を掲げて改装を実施した店舗は、前年を大きく上回り好調に推移したものの、消費増税前の駆け

込み需要が想定よりも遅れたこともあって、とくに改装を実施していない店舗が低迷した結果、

前回発表予想を下回る見込みとなりました。 
   営業利益につきましては、不採算店舗の閉鎖をはじめとする抜本的な経費削減に努めたものの、

売上減少に伴う粗利額の減少に加えて、店舗改装に伴う一時的なコストの増加等もあったことか

ら、前回発表予想を下回る見込みとなりました。 
   経常利益、四半期純利益につきましては、将来発生する可能性のある損失を見込んで計上して

おりました店舗閉鎖損失引当金が、当初よりも損失見込みが減少となり戻入額を 2,946 百万円計

上したことから、前回発表予想を上回る見通しとなりました。 
    
   平成 26 年 8 月期通期業績予想につきましては、店舗改装を当初計画よりも追加して実施する

ことを勘案し、売上高、営業利益は前回発表予想を据え置きといたします。経常利益、当期純利

益につきましては、上記事由にもありますように、店舗閉鎖損失引当金戻入額が発生したことか

ら、前回発表予想を上回る見込みといたします。 
 
 
（注） 本資料の業績予想につきましては、現時点において入手可能な情報に基づき作成したもので

ありますが、今後さまざまな要因によって上記予想数値と異なる可能性があります。 
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